
 

 

西脇東中学校区・黒田庄中学校区 

統 合 懇 談 会 通 信 

発 行 日 

令和６年６月６日 

統合懇談会  事務局 
市教委学校適正推進課 

第２回統合懇談会を開催しました 
統合懇談会は、西脇東中学校区、黒田庄中学校区の統合に向けて、両校区の

保護者等３３名で意見交換等を行っています。 

５月２２日の第２回統合懇談会は、統合後の学校規模等をイメージし、今後の

意見交換等の参考とするため、小野市立小野南中学校の視察を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

  【小野南中学校概要】 

開 校 年 昭和 55年（築 44年） 

生 徒 数 290名 

クラス数 ８クラス（7 年生※は２クラス） 

特別支援学級 2クラス 

教職員数 30名 

部 活 数 11 
※小中一貫教育のため、小野市では中学１年生を 7 年生と
呼称します。 

統合後の学校規模をイメ
ージするために、授業や部活
動の状況を通じて、生徒や学
校の様子を見学しました。 
その後、学校から指導方

針や生徒の様子について説
明を受けました（その際の内
容等については、裏面をご覧
ください）。 

数学など普通教室で行わ
れている授業のほか、音楽な
ど特別教室で行われている
授業を見学しました。 
数学はクラスを分けた習

熟度別授業が行われていま
した。音楽では、合唱の練習
が行われており、素晴らしい
歌声が響いていました。 

  運動部や文化部
などそれぞれの様
子を見学しました。    
ひとつのクラブ当た
り単純計算では20
人前後が在籍して
おり、活発に活動が
行われていました。 

左写真の卓球場の上階に体育館
があり、バスケットボール部が活
動していました。 

９年生（113名）は、体育館で修学旅行
の事前学習を行っていました。 

管理職の先生方から、小野南中
学校の特色などについて説明を
受けました。 

英語では、生徒が活発に発言していまし
た。プロジェクターとホワイトボードの併
用で効果的な授業になっていました。 

屋内では、卓球部やバスケット
ボール部、パソコン部などが活
動していました。 



学校視察結果の概要（視察の様子は表面も参照ください） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員からは、「部活動の数は十分足りていると感じた。」、「生徒を優しく包み込

むような快適な環境であった。」、「地域とのつながりによって、学校生活が落ち

着いたものになっているとの説明が印象的であった。」等の感想が聞かれました。 

 

今後の統合懇談会予定 

第３回以降は、西脇東中学校、黒田庄中

学校の施設見学を経て、「子どもたちにとって

良好な教育環境」についてグループに分か

れて意見交換等を行うこととしています。 

懇談会の具体的な内容や会場、日時につ 

いては、進捗に合わせて、懇談会通信や市ホ 

ームページ等でお知らせします。 

 

〇事務局（学校適正推進課）からのお知らせ 

■懇談会については、会議内容を可能な限り公開することとしています。6/29 以降のグルー
プ協議は傍聴室（別室モニターによる傍聴）を設けていますので、会場（市民交流施設オリ
ナス）まで直接お越しください（申込みなどは不要です）。 

■これまでの取組みや各回の懇談会での会議資料、懇談会通信などは、市ホームページに掲 
載します。また、広報にしわきにも開催の概要を掲載します。 

【担当】 西脇市教育委員会 学校適正推進課 
        〒677-8511 西脇市下戸田 128-1 電話 0795-22-3111   

gakushuu-kankyou@city.nishiwaki.lg.jp     「ホームページ」☞ 

【統合懇談会の予定】 

６/８ 黒田庄中・西脇東中見学 

6/29 クループ協議１ 

7/13 グループ協議２ 

7/27 グループ協議３ 

8/10 グループ協議４ 

※会場は市民交流施設（オリナス）、開

始時刻は 14時を予定しています。 

【視察説明内容の一部抜粋】※質問は参加委員等からのもの、回答は小野南中学校教職員からのものです。 

【質問】生徒数が１クラス 33 人～39 人となっているが、指導は行き届いているか。 
【回答】３クラス程度なので、程よい規模で目は届く。例えば、１学年６クラス程度となると生徒

数が多すぎて、教員も多くなるが、なかなか目が届かないことも出てくると思う。 

屋外では、野球部、サッカー部、ソフトボール
部、ソフトテニス部がそれぞれ練習に励んで
いました。 

【質問】自転車通学の最大の通学時間はどのくらいで、その通学時間を要する生徒は何割
か。また、距離は何キロくらいか。 

【回答】上り坂となる下校の際に、時間がかかる生徒が多いが、最大で約 50 分。生徒の割
合としては約５％、距離は約６ｋｍとなっている。 

【質問】学年の生徒数が 80～120 人となる規模の学校の魅力は何か。（学校行事や学年
行事、部活動など様々な観点から） 

【回答】学年３クラスあれば、体育祭やミュージックフェス等の学校行事が盛り上がり、学年合
唱等、学年で活動するには適切な規模と言える。また、進級時のクラス替えがしやすい
ことで生徒間の人間関係にも配慮することができる。 

【質問】新しい校舎と古い校舎を比較し、教育に違いがあるか。また、子どもたちの学習環境
において影響があるか。 

【回答】雰囲気が明るくなった。衛生面、安全面も向上した。エアコン整備により、子どもは夏
でも勉強に集中でき、教員は働く環境が向上した。新しい校舎は気持ちがよく、教員
生徒ともに、丁寧に使用している。（令和 3 年度に長寿命化改修工事が完了） 


